
（様式１－１） 
 

 

① 申請者 

 

名古屋市 ② タイプ 
 地域型 / シリアル型 

 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

③ タイトル 

（ふりがな） えどじだいのじょうちょにふれるしぼりのさんち ～あいぞめがかぜにゆれるまち ありまつ～ 

江戸時代の情緒に触れる絞りの産地 ～藍染が風にゆれる町 有松～ 

④ ストーリーの概要（２００字程度） 
 

どこまでも広がる藍色の空の下、藍で染められた絞り暖簾が風にゆれる古い商家の落ち着いた

佇まい。絞りの町「有松」には、江戸時代の浮世絵さながらの景観が今も静かに広がっています。  

「ほしいもの 有松染めよ 人の身の あぶら絞りし 金にかえても」 

この歌を詠んだ『東海道中膝栗毛』の主人公の弥次さんは、絞りの素晴らしさに魅せられて手

拭いを買いました。旅のお土産として、世界に知られている有松の絞りはいかがですか。 

四百年の歴史を持つ有松の江戸文化は、今も多くの人々を魅了しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 担当者連絡先 

担当者氏名  

電 話 052-253-9278 FAX 052-253-9217 

Ｅ-mail a3268@kyoiku.city.nagoya.lg.jp 

 住 所 

 

愛知県名古屋市東区泉一丁目 1番 4号 

 

 

絞り浴衣本藍染鎧段 

有松の町並みと絞り暖簾 

からくり人形を載せた山車 

１ 



 （様式１－２） 

 

 

 

市町村の位置図（地図等） 

 

 

 

 

※国土地理院地図データをもとに作成（以下頁の地図全て同じ） 

有松地区 

構成文化財の位置図へ 

２ 
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構成文化財の位置図（地図等） 

有松地区構成文化財の位置図 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

1名古屋市有松伝統的 

建造物群保存地区 

名鉄有松駅 

42藍染川（手越川） 

39東海道 

40長坂道 

38有松一里塚 31有松天満社 

36秋葉五社① 

34弘法堂 

36秋葉五社② 

32 虹橋 

（地域全体） 

33有松天満社文嶺講 

12 13 14 有松祭りの山車行事  

 （有松天満社秋季大祭） 

43有松・鳴海絞の製造技術及び製品  

35中町地蔵堂

36秋葉五社③ 

36秋葉五社⑤ 

41有松天満社切通し 

と常夜燈 

36秋葉五社④ 

37東海道・有松の歌碑(七つ) 拡大図 
別紙Ｂへ 

詳しくは 
別図Ａ１、２参照 

３ 



 （様式１－２） 

 

 

構成文化財の位置図（地図等）別図Ａ１ 

 

 

 

43有松・鳴海絞の製造技術及び製品（有松地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近喜 

絞りのやまがみ 

工房ゆはたや 

早恒染色 

蔵工房 

有松工芸 
21有松・鳴海絞会館 

  と絞りの資料 

有松アトリエ 

張正 

久野染工場 

スズサン 

山上商店 

張文 

久田本店 

5竹田嘉兵衛商店 

10中濱商店 

2井桁屋 

くくる 

松文 

成田商店 

安藤来助商店 

有松観光案内所 

ひさだ 

まり木綿 

有松絞商事 

山盛 

十八番 

 

橋爪 

スズサン 

安田商店 
絞りＬＡＢ(愛知県絞工業組合) 

絞里堂 

協栄絞 

名古屋流通商事 

４ 
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構成文化財の位置図（地図等）別図Ａ２ 

 

 

 

43有松・鳴海絞の製造技術及び製品（鳴海地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早鍵 

早鍵 

堀田商店 

北条染工 

近清商店 

浅井絞商事 

藤沢染工場 

桜井商店 



 （様式１－２） 

 

 

構成文化財の位置図（地図等） 拡大図別紙Ｂ（伝建地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3服部幸平家住宅倉 

4服部良也家住宅 

2服部家住宅（井桁屋） 

9都市景観保存樹 

クロガネモチ 

28各地の博覧会の受賞表彰状 

29頼山陽自筆の漢詩の扇 

30服部家の嫁入り駕籠 

5竹田家住宅 

（竹田嘉兵衛商店） 

6竹田家茶室 栽松庵 

27勝海舟の掛軸 

 

 

7小塚家住宅 

8岡家住宅 

12神功皇后車 

（西町山車庫） 

13唐子車 

（中町山車庫）  

14布袋車 

 （東町山車庫） 

15有松山車会館 

10中濱家住宅 

（中濱商店） 

11棚橋家住宅 

16山田家住宅 

（旧山田薬局） 

22祇園寺、仏足石、光明皇后恭仏跡歌碑、 

  三十三観音、十六羅漢像 

18旧竹田庄九郎家住宅 

17 近藤家住宅 

19 神谷家住宅 

（神半） 

20 服部家住宅 

（いげ十） 

21有松・鳴海絞会館 

  と絞りの資料 

28各地の博覧会の受

賞表彰状 

 24延命地蔵尊 

25竹田庄九郎碑 

  鈴木金蔵碑  

23西町 

年行司 

26有松小学校飾り門 

５ 



（様式２） 

 

ストーリー 

◆絞りの町「有松」へようこそ 

  名鉄名古屋駅から名鉄名古屋本線の電車に揺られて２０分。有松駅の

改札口を出ると、大きな案内看板が目に飛び込んで来ます。看板の矢印

に従って歩くとすぐに無電柱化された東海道沿いの古い町並みに出会い

ます。それが絞りの町「有松」です。どこまでも広がる藍色の空の下、

藍で染められた絞り暖簾が風にゆれる古き商家の落ち着いた佇まい。江

戸時代さながらの景観が今も静かに広がっています。 
 

◆弥次さん喜多さんも楽しんだ有松での買い物 

  今から二百年ほど前に十返舎一九が書いた『東海道中膝栗毛』をご存じ

でしょうか。この本の主人公の弥次さん喜多さんは、お伊勢参りの徒歩旅

行の途中に東海道を東から有松の町に入りましたが、電車で訪れる現代の

観光客は有松駅から南へ歩いて入ります。有松で、弥次さんはお土産とし

て東海道名物の絞りの手拭いを購入しました。二百年後の今も同じように

お土産を買う事が出来ます。 

「絞り」は古代から伝わる染めの技法。布を縛って皺を寄せ、生地の幅を

縮め固定した後に染色を行い、縛り糸を抜き取って完成です。いかに白地

を残すかが大事だと言われています。工程は大きく分けて図案選定、型紙

取り、下絵刷り、絞り加工（括り）、染色、糸抜き、仕上げの７つからな

り、それぞれ分業で営まれ、有松周辺の多くの人が携わっていました。 

『有松・鳴海絞』が国の伝統的工芸品に指定されている有松・鳴海地域

は、世界一絞り技法の多い絞り染めの産地として知られており、江戸時代

には尾張藩の庇護のもと、将軍献上の高級品として珍重され、地域の繁栄

を支えてきました。その後、明治維新により絞産業は一時衰退しました

が、様々な努力により復興し、明治時代から大正時代にかけて最盛期を迎

えました。絞商の援助により鉄道の延伸と有松駅の設置、学校の開設が実

現し、この地域は大いに発展しました。現在の有松は名古屋の重要な歴史

観光資源となっています。 

  東海道から有松の町をぐるりと見回せば、伝統的なものから近代的なも

のまで様々な「絞り」に出会うことでしょう。着物、浴衣はもちろん、洋

装品、アクセサリー、装飾品などの開発にも有松・鳴海地域は力を注いで

おり、様々なお店で販売されています。丸めると手のひらにすっぽり収ま

る絞りの洋服も評判です。ぜひ、その眼でお確かめ下さい。 
 

◆有松・鳴海地域でしか出来ない絞り体験に挑戦しよう 

  東海道を東に進んで行くと、有松・鳴海絞会館が右手に見えて来ます。

ここは有松・鳴海絞の資料展示と販売も行っており、絞りについて詳しく

学べます。伝統工芸士による絞りの実演も見学出来ます。有松・鳴海地域

の各所にある絞り工房では、ハンカチやスカーフなどの絞り体験も気軽に

体験出来ます。弥次さん喜多さんが経験することが出来なかった絞り体験

です。ぜひとも挑戦し「世界に一つだけの絞り」を素敵なお土産にして下

さい。 
 

◆有松の町並みを散策してみよう 

  絞り体験を満喫した後は、東海道約８００ｍに沿って建ち並ぶ有松の町並み散策はいかがでしょ

う。この古い町並みは国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている価値の高いものです。町

有松の町並み 

絞りの糸抜き工程 

伝統工芸士の実演 

有松・鳴海絞の商品 

６ 
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並みに溶け込むように置かれた歌碑等とともに、その佇まいは見る者を魅了することでしょう。 

何よりも素晴らしいのは、江戸時代の浮世絵にも描かれ、弥次さん喜多さんも眺めたその町並み

が、そっくりそのまま残されていることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側が歌川広重作『東海道五拾三次之内 鳴海 名物有松絞』、右側が現在の有松の町並みです。 

とても雰囲気が似ていると思いませんか。この町並みは天明４（１７８４）年のほぼ全戸焼失し

た有松の大火からの復興によって形作られたものです。この時期に防火を考慮した総瓦葺・塗籠造

の商家が建ち並ぶようになりました。有松の絞商を営む商家は他の地区と比べ間口が広く、太陽の

日差しから藍染めの商品を守るために軒が低くなっているのが大きな特徴と言えます。大規模な建

物には明かり取りの天窓もあります。実際に見て確認して下さい。 
 

◆有松の伝統文化を満喫してみよう 

今の有松には、弥次さん喜多さんの時代にはなかった魅力がたくさん

あります。町中に精緻な技法の絞りが乱舞する６月の絞りまつり。笛や

太鼓の音に乗って、山車３輌のからくり人形が躍る有松天満社の秋季大

祭。ともに多くの観光客がやってくる人気の催しです。秋季大祭の夜祭

りでは山車の提灯に灯がともり、とても幻想的です。 

３輌の山車は、いずれも名古屋周辺の山車の特徴であるからくり人形

を載せた山車で、絞産業で潤った町の繁栄の象徴として祭礼に登場する

ようになったものです。そのうちの１輌は有松山車会館に展示されてい

ます。有松の隆盛が偲ばれる素晴らしい山車です。ぜひご覧下さい。 

町並み散策に疲れたら、商家を改装したカフェやレストランでゆった

り時間を過ごす事も出来ます。宿泊をご希望でしたら商家改装のゲスト

ハウスもあります。小さな驚きと新鮮な感動に出会う、そんな町が有松

です。訪れた人々をおもてなしの心で歓迎してくれます。心ゆくまで有

松を満喫して下さい。 
 

◆現代に息づく有松・鳴海地域の絞り文化 

  有松・鳴海地域が四百年間、不断の努力で技術開発を続けたことで、世

界中で愛される「絞り」となりました。絞りは今では百種類を超える技法

の素晴らしさで「Shibori＝Shaped resist dyeing（立体的に防染された

染物）」と定義され世界共通語となりました。世界２０ヵ国の関係者を集

めた国際絞り会議の開催、ワールド絞りネットワークの設立など、有松・

鳴海絞の魅力を全世界に発信しています。また、有松は歴史的な町並みの

保全に努力し、絞り産業、古い町並み、山車祭りといった歴史文化を活か

し、繰り返し訪れてみたくなる魅力あるまちづくりに取り組んでいます。 

弥次さん喜多さんが今の有松の様々な取り組みを見たら、きっと驚くこ

とでしょう。 

国際絞り会議の展示作

品 

夜の山車まつり 

絞りまつり 

７ 



（様式３－１） 
 

 
ストーリーの構成文化財予定一覧表 

 
 

番号 
文化財の名称 

（※１） 

指定等の状況 
（※２） 

 
ストーリーの中の位置づけ（※３） 

 

文化財の所
在地（※４） 

１ 
名古屋市
な ご や し

有松
ありまつ

伝統的
でんとうてき

 
 

建造物群
けんぞうぶつぐん

保存
ほ ぞ ん

地区
ち く

 
国重伝建 

全国で唯一『染織町』として国の重
伝建に選定された有松の町並み。 
ゆるやかに曲がる東海道に沿った有
松の町は絞りとともに発展してきま
した。ストーリーで語られたように
江戸時代の浮世絵さながらの風景を
今も維持しており、絞商特有の広い
間口を持つ主屋建物が数多く残され
ています。 
ストーリーのイメージを実体験する
ための重要な構成要素であり、下記
の各文化財をエリアの中に含んでい
ます。 

 

２ 
服部家
はっと りけ

住宅
じゅうたく

 
 

（井桁屋
い げ た や

） 

県有形 
（建造物） 

服部孫兵衛家（井桁屋）は寛政２年
（1790）に創業した絞商。敷地間口は
有松で最大。有力な絞商の屋敷構え
を今もよく残しています。ストーリ
ーで語られる天窓もあります。 
主屋は文久元年（1861）建造。 

 

３ 服部
はっとり

幸
こう

平家
へ い け

住宅倉
じゅうたくくら

 
県有形 

（建造物） 

服部幸平家は、服部孫兵衛家（井桁
屋）の分家にあたり、服部孫兵衛家
の東隣を占めます。 倉は、服部孫兵
衛家の屋敷の一部を構成していたも
のですが、分家に際し、元の位置の
まま、服部幸平家に譲られたもので
す。 

 

４ 服部良也家
は っ と り よ し や け

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

明治期に創業した絞商の屋敷の大部
分が当時のまま残っています。主屋
は明治 28年（1895）建造。 

 

５ 
竹
たけ

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 
 

（竹田
た け だ

嘉
か

兵衛
へ え

商店
しょうてん

） 

市有形 
（建造物） 

竹田家は絞開祖竹田庄九郎家の一族
で、寛保年間（1741～1744）に絞業を
営んでいた竹田嘉七郎に始まると伝
えられています。第１４代将軍徳川
家茂も訪れたとされる竹田庄九郎旧
宅や茶室、明治から大正にかけて整
備された建物が現存しています。 
主屋は江戸末期建造。 

 

６ 
竹
たけ

田家
だ け

茶室
ちゃしつ

 
 

栽
さい

松
しょう

庵
あん

 

市有形 
（建造物） 

幕末の動乱期に東海道を西上した第
１４代将軍徳川家茂も訪れたという
竹田庄九郎旧宅の茶室です。 
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７ 小塚家
こ づ か け

住宅
じゅうたく

 
市有形 

（建造物） 

小塚家が有松に居を構えたのは、寛
文年間（1661～1673）と言われていま
す。卯建をあげる主屋が特徴的で、
絞商の屋敷構えが一式で残っていま
す。 
主屋は文久２年（1862）建造。 

 

８ 岡家
お か け

住宅
じゅうたく

 
市有形 

（建造物） 

主屋の間口は、有松の伝統的建造物
の中では最大。江戸末期の絞商の特
徴を今も残しています。江戸末期頃
建造と推定されています。ストーリ
ーで語られる天窓もあります。 

 

９ 
都市
と し

景観
けいかん

保存樹
ほぞん じゅ

 
 

クロガネモチ 

未指定 
（天然記念物） 

 
※市都市景観 

保存樹 

上記２の服部家住宅に立派なクロガ
ネモチがそびえています。有松地区
最古の樹木で名古屋市都市景観保存
樹に指定されています。東海道開通
の頃から有松の歴史を見守ってきた
大木です。ストーリーで語られた全
村焼失の天明の大火にも耐えまし
た。現在の建物が建てられる前から
あり、この木を残すように家が建て
られています。 

 

１０ 
中濱家
なかは まけ

住宅
じゅうたく

 
 

（中濱
なかはま

商店
しょうてん

） 
国登録有形 

当初は、絞商の山田与吉郎家の建物
でしたが、平成 16年（2004）からは
中濱家（中濱商店）の建物として使
われています。主屋は明治中期頃建
造。 

 

１１ 棚橋家
たなは しけ

住宅
じゅうたく

 国登録有形 

有松を代表する絞商（大井桁屋）の
建物として建てられ、昭和８年
（1933）からは棚橋医院として約５
０年間使われていました。ストーリ
ーで語られる天窓もあります。 
主屋は明治８年（1875）建造。 
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１２ 

 

神
じん

功
ぐう

皇后車
こうごうしゃ

 
 

（西町山
にしまちだ

車庫
し こ

） 

市無形民俗 

有松の３輌の山車は昭和 48年 2月 1
日に市の有形民俗文化財に指定され
ましたが、その後、平成 26 年 3月 31
日に山車行事を含んだ無形民俗文化
財に切り替えられました。絞産業の
繁栄の中で豪華になっていった有松
の祭礼を象徴する山車です。 
山車行事である有松天満社秋季大祭
は江戸時代から続くまつりで、かつ
ては絞産業の閑散期である旧暦８月
14、15日に行われていました。戦時
中は山車の曳行が取りやめられ、そ
の後も隔年で曳行されたりしていま
したが、平成になってからは、毎年
10月の第１日曜日に曳行されていま
す。 
まつりでは、西町の神功皇后車、中
町の唐子車、東町の布袋車の３輌の
山車からくりが披露されます。文字
書きのからくり人形が同一地区の二
つの山車に乗せられているのは有松
だけの特徴で、そのうちの一つは名
古屋最古のものです。また、残る一
つの山車の鮎釣り人形も舌を伸ばす
など個性的な動きをします。いずれ
のからくりも、古い歴史を持ち何度
も修理されながら、保存されていま
す。 
このまつりには各町内の山車の囃子
方、楫方がそれぞれ有松絞りの半纏
をまとい参加します。趣向を凝らし
たそれぞれの祭装束も楽しみのひと
つです。 
絞産業の隆盛により花開いたまつり
文化はストーリーを構成する重要な
要素です。 

 １３ 
唐子車
からこ しゃ

 
 

（中町山
なかまちだ

車庫
し こ

） 

１４ 
布袋車
ほてい しゃ

 
 

（東町山
ひがしまちだ

車庫
し こ

） 

１５ 有松
ありまつ

山車
だ し

会館
かいかん

 
未指定 

（無形民俗） 

名古屋市の文化財である有松祭りの
山車３輌を毎年入替で展示し、曳行
の様子をビデオ（英語対応）で紹介
するなど、ストーリーで語られてい
るまつり文化を紹介しています。 

 

１６ 
山
やま

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 
 

（旧山田
きゅうやまだ

薬局
やっきょく

） 

未指定 
（建造物） 

寛政３年(1791)の棟札が残る山田家
住宅（旧山田薬局）を改装して、観光
案内所として活用中。 
ストーリーの舞台となる有松を散策
される際には、ぜひご活用下さい。 

 

有
松

あ
り
ま
つ

祭ま
つ

り
の
山
車

だ

し

行
事

ぎ
ょ
う
じ

（
有
松

あ
り
ま
つ

天
満
社

て
ん
ま
ん
し
ゃ

秋
季

し
ゅ
う
き

大
祭

た
い
さ
い

） 



（様式３－１） 
 

１７ 近藤家
こんど うけ

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

昭和初期の建造である近藤家住宅を
改装して、ゲストハウスとして活用
中。宿泊者に占める外国人の比率は
６割です。 
ストーリーの舞台となる有松を散策
される際には、下記の飲食店ともど
も、ぜひご活用下さい。 

 

１８ 旧竹田庄九郎家
きゅうたけだしょうくろうけ

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

弘化３年(1846)の床板が残る旧竹田
庄九郎家を改装して、カフェとして
活用中。 

 

１９ 神谷家
か み や け

住宅
じゅうたく

（神半
かみはん

） 
未指定 

（建造物） 

昭和初期の建造である神谷家住宅と
土蔵を飲食店「やまと」「ダーシェン
カ蔵」として活用中。 

 

２０ 服部家
はっと りけ

住宅
じゅうたく

（いげ十
じゅう

） 
未指定 

（建造物） 

明治初期の建造である服部家住宅
（いげ十）を飲食店として活用中。 
寿限無茶屋の敷地内には蔵も残って
います。蔵の大きさとしては有松に
残る最大のものと言われています。 

 

２１ 
有松
ありまつ

・鳴海絞
なるみしぼり

会館
かいかん

 
 

と絞
しぼ

りの資料
しりょう

 

未指定 
（工芸技術） 

 
※国指定伝統
的工芸品 

ストーリーで語られる有松の伝統産
業である「絞り」を紹介するために、
有松の町並みの中に昭和 59 年
（1984）に竣工。貴重な絞りの資料展
示や絞りの歴史・文化をビデオ（英
語対応）で紹介し、絞り技術者によ
る絞り実演も行っています。12月～
３月の毎週水曜日は休館。 

 

２２ 

祇園寺
ぎ お ん じ

、仏足
ぶっそく

石
せき

、 
 

光明
こうみょう

皇后
こうごう

恭仏
きょうぶつ

跡
せき

歌碑
か ひ

、 
 

三 十 三
さんじゅうさん

観音
かんのん

、 十 六
じゅうろく

羅漢像
らかんぞう

 

未指定 
（建造物・彫
刻・史跡） 

祇園寺は有松の西端に位置してお
り、ストーリーで語られた有松の歴
史を見守り続けてきたお寺です。有
松の人々の菩提寺です。 
宗派は曹洞宗。宝暦５年（1755）に、
鳴海の円道寺より移設建立されまし
た。尾張名所図会に描かれた状況を、
今日もよく維持しており、仏足石、
光明皇后恭仏跡歌碑、三十三観音、
創建当時からの十六羅漢像などが現
存しています。 

 



（様式３－１） 
 

２３ 西町
にしまち

年
ねん

行司
ぎょうじ

 
未指定 

（建造物） 

明治以降の建造で、ストーリーで語
られる有松天満社の秋季大祭の際に
西町の山車で使用されるからくり人
形の組み立てが行われます。祇園寺
の境内地と一体となって東海道沿い
の景観に寄与しています。 

 

２４ 延命
えんめい

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 
未指定 
（彫刻） 

有松郵便局の東に小さなお堂があ
り、石造りのお地蔵様がまつられて
います。江戸時代より有松の人々に
守られてきたお地蔵様です。以前は
別の場所にありましたが、平成 10年
（1998）に現在地に移されました。 

 

２５ 
竹田庄九郎
たけだしょうくろう

碑
ひ

 
 

鈴木
す ず き

金蔵
きんぞう

碑
ひ

 

未指定 
（史跡） 

 
※国重伝建 
（工作物） 

有松・鳴海絞会館の奥に有松絞り開
祖竹田庄九郎碑と中興の祖鈴木金蔵
碑が建碑されています。 
二人とも、ストーリーで語られる絞
りの技術開発の上で欠かす事が出来
ない重要人物で、その石碑の前で毎
年慰霊祭が行われています。 

 

２６ 有松
ありまつ

小学校
しょうがっこう

飾
かざ

り門
もん

 
未指定 

（建造物） 

昭和２年（1927）に建てられた旧木造
校舎（有松尋常高等小学校）に設け
られた門で、グラウンドのすみに保
存されています。 
有松尋常高等小学校の高等科は明治
27年（1894）に設置されましたが、
その設置運営には当時の有松の絞組
合から多額の寄付が行われました。
ストーリーで語られる絞産業の繁栄
ぶりが偲ばれる飾り門です。 

 

２７ 勝海舟
かつかいしゅう

の掛軸
かけじく

 
未指定 
（書跡） 

竹田家主屋の茶室の床の間に、勝海
舟の条幅の掛軸が掛けられていま
す。竹田家には、山岡鉄舟の掛軸も
あります。ストーリーで語られた有
松の繁栄を背景に、竹田嘉兵衛（５
代）と勝海舟たちとは何らかの接点
があったと考えられます。 

 



（様式３－１） 
 

２８ 
各地
か く ち

の博覧会
はくらんかい

の 
 

受 賞 表 彰 状
じゅしょうひょうしょうじょう

 

未指定 
（歴史資料） 

明治時代、日本の工芸・美術品は欧
米で大変人気がありました。有松の
絞商は、積極的に国外への販路拡大
を行い、各地の博覧会にも有松絞り
を出品しました。 
下記の各博覧会で受賞を果たし、服
部家住宅や絞会館には、受賞の表彰
状が飾ってあります。 
・1900年パリ万国博覧会銅賞 
・1910年ロンドン日英博覧会銀賞 
・1915年パナマ太平洋国際博覧会金賞 

ストーリーで語られる絞産業の繁栄
ぶりが偲ばれる受賞表彰状です。 

 

２９ 
頼
らい

山陽
さんよう

自筆
じ ひ つ

の 
 

漢詩
か ん し

の扇
おうぎ

 

未指定 
（書跡） 

江戸時代後期の儒者・詩人の頼山陽
が知人であった井桁屋に宿泊した際
に残した頼山陽自筆の扇が服部家住
宅に保存されています。 
有松の当時の繁栄の様子が漢詩で表
現されています。 
この扇を模した石碑が有松・鳴海絞
会館の入口に設置してあります。こ
の石碑は下記３７の東海道・有松の
歌碑の一つでもあります。 

 

３０ 
服部家
はっと りけ

の 
 

嫁入
よ め い

り駕籠
か ご

 

未指定 
（工芸） 

服部孫兵衛家（井桁屋）三代・四代の
結婚式の際に、花嫁が実家から嫁い
で来た時の嫁入り駕籠がお店に入っ
た正面の天井に飾ってあります。 
約１８０年～２００年前のもので、
有松の人々の生活を現代に伝える貴
重な工芸品です。 

 

３１ 有松
ありまつ

天満社
てんまんしゃ

 
未指定 

（建造物） 

有松天満社は有松の氏神さま。 
上記１２～１４の山車行事が奉納さ
れている神社でもあります。 
菅原道真公を主祭神として七神が祀
られています。もともとは祇園寺境
内にあり、寛政時代(1789～1800)の
初めに現在の場所に移されました。
その後文政 7 年（1824）に改築され
ましたが、これも有松の人々から莫
大な資材・基金の寄付を受け、八棟
造りの豪華な社です。 

 

３２ 虹
にじ

橋
ばし

 
未指定 

（建造物） 

有松天満社の境内に参道と並行に設
置されている小径に掛かる石橋 
もともとは神社参道の切通しにかか
っていた橋で、尾張名所図会にも描
かれている江戸時代の貴重な遺構で
す。 

 



（様式３－１） 
 

３３ 有松
ありまつ

天満社
てんまんしゃ

文
ぶん

嶺講
れいこう

 
未指定 

（無形民俗） 

文嶺講は戦前から存在していました
が、昭和 21年（1946）旧有松天満社
氏子組織が文嶺講として公的に成立
しました。昭和 39年（1964）宗教法
人となるとともに、上記１２～１４
の有松の山車まつりや山車の管理も
各町内から文嶺講に移管され、現在
に引き継がれています。 

 

３４ 弘法堂
こうぼうどう

 
未指定 

（建造物） 

長坂道沿いにある弘法大師をまつる
お堂。 
ストーリーで語られる有松の江戸情
緒を現代に伝える貴重なお堂です。 

 

３５ 中町
なかまち

地蔵堂
じぞう どう

 
未指定 

（建造物） 

天王坂といわれる道沿いにあったも
のを道路拡張の時に現在地に移転し
たもので、汗かき地蔵さんと呼ばれ
ています。 
ストーリーで語られる有松の江戸情
緒を現代に伝える貴重なお堂です。 

 

３６ 秋葉
あ き ば

五社
ご し ゃ

 
未指定 

（建造物） 

ストーリーで語られた天明４年
(1784)の有松大火に見舞われた有松
には、篤い火伏せの信仰が根付いて
おり、現在でも町内に秋葉社が５社
祀られています。 

 

３７ 東海道
とうかいどう

・有松
ありまつ

の歌碑
か ひ

 
未指定 
（史跡） 

ストーリーで語られたように『東海
道中膝栗毛』や浮世絵の題材になっ
た有松ですが、その他にも東海道・
有松をテーマとした様々な歌が詠ま
れています。 
それを語り継ぐため、東海道沿いに
有松にちなんだ歌碑が七つ設置され
ています。 

 

３８ 有松
ありまつ

一里塚
いちり づか

 
未指定 
（史跡） 

ストーリーの舞台である有松とは切
っても切れない関係である東海道。
その東海道の一里塚が大正時代まで
は残されていました。今の塚は、地
元の強い要望により、平成 24 年
（2012）に再現されたものです。 

 



（様式３－１） 
 

３９ 東海道
とうかいどう

 
未指定 
（史跡） 

東海道は、有松の歴史の原点です。
平成 25年（2013）、無電柱化が行わ
れ、かつての風情を取り戻しました。 
ストーリーに語られたように、東海
道と有松の町並みは様々な浮世絵に
描かれてきました。また、幕末の英
国外交官のアーネスト・サトゥは東
海道を旅しましたが、その日記の中
で有松の印象を、日本で見た中でも
っとも清潔で豊かな感じのする町だ
と書いています。 

 

４０ 長坂道
ながさかみち

 
未指定 
（史跡） 

祇園寺門前から国道１号線に通じる
小路で、東海道よりも歴史の古い道
です。 
かつては、東海道に面した絞商の屋
敷の裏道でもあり、道脇には紺屋な
どが点在していました。 

 

４１ 
有松
ありまつ

天満社
てんま しゃ

切通
きりどお

し 
 

と常夜
じょうや

燈
とう

 

未指定 
（史跡・建造

物） 

祇園寺東から北へ入り、上記３１の
有松天満社の鳥居まで約１５０ｍの
参道です。切通し入り口には天保 13
年（1842）建立の常夜燈一対が今も立
っています。 
途中にかかっていた石橋が上記３２
の虹橋で、今も有松天満社の境内に
残されています。 

 

４２ 藍
あい

染川
ぞめがわ

（手
て

越川
ごしがわ

） 
未指定 
（名勝） 

この川は、かつては郡境となってい
ました。上流の染工場から流れる染
料の藍で染まり、「藍染川」と親しま
れた手越川。有松の江戸情緒を象徴
する風景でした。 
現在では上下水道の設備が整い、昔
のような藍色の水が流れる情景は無
くなりました。 

 

４３ 
有松
ありまつ

・鳴海
な る み

絞
しぼり

の 
 

製造
せいぞう

技術
ぎじゅつ

及
およ

び製品
せいひん

 

県登録 
（工芸技術） 

 
※国指定伝統
的工芸品 

昭和 50年(1975)通産省（当時）伝統
的工芸品指定である有松・鳴海絞。 
「縫う」「くくる」「たたむ」ことに
より形作られる布地の立体的な凹凸
が有松・鳴海絞の神髄。絞りは皺（し
わ）の芸術であり、美学でもありま
す。 
ストーリーで語られたように、有松・
鳴海地域では今も各種絞り製品が作
られ、至るところで小売りが行われ
ています。 
絞り工房においては、実際に絞りを
体験することも出来ます。 

 

 

 



（様式３－１） 
 

（※１）文化財の名称には適宜振り仮名を付けること。 

（※２）指定・未指定の別、文化財の分類を記載すること（例：国史跡、国重文（工芸品）、県史跡、 

県有形、市無形等）。なお、未指定であっても文化財保護の体系に基づいた分類を記載するこ

と。 

（※３）各構成文化財について、ストーリーとの関連を簡潔に記載すること（単に文化財の説明にならな

いように注意すること）。 

（※４）ストーリーのタイプがシリアル型の場合のみ、市町村名を記載すること（複数の都道府県にまた

がる場合は都道府県名もあわせて記載すること）。 

 



（様式３－２） 

 

構成文化財予定の写真一覧 

１ 名古屋市有松伝統的建造物群保存地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 服部家住宅（井桁屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 竹田家住宅（竹田嘉兵衛商店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 服部幸平家住宅倉 ４ 服部良也家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 竹田家茶室 栽松庵 

 

 

 

 

 

 

１７ 



（様式３－２） 

 

７ 小塚家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 都市景観保存樹クロガネモチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 棚橋家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 岡家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 中濱家住宅（中濱商店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 神功皇后車（西町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 



（様式３－２） 

 

１３ 唐子車（中町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ １３ １４ 有松祭りの山車行事 

（有松天満社秋季大祭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 山田家住宅（旧山田薬局） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１４ 布袋車（東町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 有松山車会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 近藤家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 



（様式３－２） 

 

１８ 旧竹田庄九郎家住宅 

 

 

２０ 服部家住宅（いげ十） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 祇園寺、仏足石、光明皇后恭仏歌碑、 

   三十三観音、十六羅漢像 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 延命地蔵尊 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 神谷家住宅（神半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１ 有松・鳴海絞会館と絞りの資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 西町年行司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 竹田庄九郎碑 鈴木金蔵碑 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 



（様式３－２） 

 

２６ 有松小学校飾り門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 各地の博覧会の受賞表彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 服部家の嫁入り駕籠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３２ 虹橋 

 

 

 

 

 

 

２７ 勝海舟の掛軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ 頼山陽自筆の漢詩の扇 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１ 有松天満社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３ 有松天満社文嶺講 

 

 

 

 

 

 

２１ 



（様式３－２） 

 

３４ 弘法堂 

 

 

 

 

 

 

３０ 服部家の嫁入り駕籠 

 

 

３６ 秋葉五社 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３８ 有松一里塚 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３５ 中町地蔵堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３７ 東海道・有松の歌碑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３９ 東海道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 



（様式３－２） 

 

４０ 長坂道 

 

 

 

 

 

 

 

 

４２ 藍染川（手越川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３有松・鳴海絞の製造技術及び製品② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１ 有松天満社切通しと常夜燈 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３有松・鳴海絞の製造技術及び製品① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 
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日本遺産を通じた地域活性化計画 

 

認定番号 日本遺産のタイトル 

７２ 江戸時代の情緒に触れる絞りの産地 ～藍染が風にゆれる町 有松～ 

 

（１）将来像（ビジョン）  

 

・愛知県名古屋市の南東部に位置する「有松」は、慶長 13年（1608年）に尾張藩によって東海道

の鳴海宿と池鯉鮒宿の間に開かれて以降 400 年以上の歴史を持ち、江戸時代後期以降に建てら

れた伝統的建造物に住民が住み、代々継承されてきた伝統産業である「有松・鳴海絞り」や明治

時代以来つづく「山車行事」など、歴史的な営みや景観が生活に溶け込んでいる。 

・住民が中心となり昭和 48 年に「有松まちづくりの会」を発足させ、昭和 49 年には「今井町を 

保存する会（奈良県橿原市）」、「妻籠を愛する会（長野県南木曽町）」とともに全国町並み保存連

盟を結成し、昭和 53 年に有松・足助（愛知県豊田市）において第 1回全国町並みゼミを開催す

るなど、全国に先駆けて住民が主体となった歴史的建造物と町並みの保全・活用に取り組み、現

在では約 70の団体が参画している。 

・また、昭和 58年に名古屋市の「町並み保存地区」に指定され、建築物等の修理・修景事業を始

め、平成 18 年から 25 年にかけて無電柱化に取り組むなど、住民と行政が一体となってまちづ

くりを進めてきた。 

・平成 28年に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された後も、住民からの強い要望により、

日本遺産認定に向けた取り組みを行った結果、日本遺産に認定されるなど、従前より、まちづく

りに対して高い意識を持っている住民たちによって受け継がれてきた歴史のある地域であり、

そのような住民たちによって支えられている有松には「有松・鳴海絞り」、「町並み」、「山車行事」

という３つの文化が生活の中で根付いている。 

・これらを継承していくことは、本地域に関わる人々が幸福を享受し、地域の豊かさを実感して、

誇りをもって生きることができる暮らしを共創するものであり、日本遺産そのものの価値を高

めるものと考える。 

・そこで、日本遺産有松を基盤とした文化財の保存・活用や官民学連携による総合的な取り組みを

行うことで、歴史的な景観や産業等が保全され、地域のブランド価値が高まり、文化財が次世代

に継承される姿を目的としたまちづくりに取り組む。これら取り組みを通じて、地域の産業の活

性化と観光客の増加による経済効果がもたらされ、構成文化財に対するさらなる投資が行われ

るなどといった仕組み（文化観光）が促進されることを目指す。 

 

・令和元年度に認定された日本遺産では、「有松・鳴海絞り」「町並み」「山車行事」の三要素を中

心にストーリーを構成し、その浸透や活用を図ってきた。日本遺産ガイダンス施設の整備構想の

進展や古民家利活用事業の創設、地域・民間を主体としたツアー造成の取り組みなど、さまざま

な成果や波及効果が生まれている。文化資源を活用した観光地域づくりの素地が培われてき 

ており、さらなる発展・拡充とともに、地域の自立・自走化を見据えた体制構築など、持続可能

（様式２） 
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なものとしていくための取り組みの必要性が高まっている。地域・民間・行政による一体的な取

り組みをより着実で、力強いものとしていくため、地域住民の意向をふまえながら「将来像（ビ

ジョン）」の実現へ向けた３つの方向性を設定する。 

 

【将来像】 

  

 ●歴史的な町並み、有松・鳴海絞り、山車文化などの文化遺産が受け継がれ、美しい景観と暮 

  らしのなかに溶け込んでいる。 

 ●昔ながらの伝統と新たな試みが融合し、地区内外の幅広い世代が活躍し、地域に愛着と誇り 

をもっている。 

 ●新たな「学び」と「体験」に満ちた観光地が形成され、国内外からの来訪者と住民のあいだ 

で自然かつ感動的な交流が生まれている。 

 

 

【将来像の実現へ向けた３つの方向性】 

 

① 歴史・文化・まちづくりの蓄積を総合的に生かし、有松・鳴海絞りをはじめとする文化・ 

産業や町並み、風景と生活が調和
・ ・

する『文化観光まちづくり』 

一部地域ではオーバーツーリズムによる生活環境の悪化や地域文化の破壊といった副作用への懸 

念が広がっており、地域においても生活・文化と調和した観光に期待する声が高まっている。 

有松は「絞り」を中心として文化・産業と暮らしが連綿と織りなされるとともに、長年にわたっ 

てまちづくり活動が持続してきた地区であり、戦略性のあるアプローチを住民・民間等との協働 

によって進めることにより、「生活との調和」と「本物性の提供」という両輪を実現する。 

 

② 知的好奇心と感性を刺激し、五感をつうじて本物性
・ ・ ・

が実感できる「高付加価値なツーリ 

ズム」を創造 

高付加価値マーケットの拡大をはじめとして、観光ニーズは一層多様化・細分化している。有松 

がもつ文化・歴史資源を余すことなく活用し、マーケティングに基づく適切なターゲット設定や 

クリエイティブなアプローチ、多様なプレーヤーによる協働によって、この場所にしかない独自 

の「価値」を五感
・ ・

で体感・体験できるツーリズムを創造する。 

 

③ 彩りと深みのあるストーリーを育て、有松の発信力を高める共
・

創
・

のリブランディング 

文化資源の活用が重視される日本遺産を契機として新たな事例が生まれつつあるものの、現状では 

個別の取り組み・発信に留まる傾向がある。地区全体を集約し、共通のストーリーのもとで戦略的 

に発信するとともに、地区の内外や世代をつなぎ、横断的なコミュニケーションを誘発しながら 

重層性のあるストーリーを発掘し、磨きあげていくことにより、地区全体のブランド力の向上とバ 

リューチェーンの創出へとつなげていく。 
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【各種行政計画における位置づけ】 

日本遺産有松については、名古屋市の行政計画の上位計画である『名古屋市総合計画 2028』

を筆頭に、各部署が所管し作成した個別の行政計画等においても『名古屋市観光・MICE 戦略

2028』、『名古屋市歴史まちづくり戦略』、『名古屋市歴史的風致維持向上計画（第 2期）』、『名古

屋市文化財保存活用地域計画』に日本遺産有松を計画の取組みとして位置づけし、日本遺産有松

を通じた地域活性化を推進していく。『歴史的風致維持向上計画』は、重点区域の一つとして、

有松地域を位置付けており、『文化財保存活用地域計画』は、関連文化財群の中の一つに日本遺

産有松を取り上げている。関連性が高い両計画においては、計画内でも日本遺産有松の推進を重

要視している。 

 

・行政計画関係図 

 

 

 

 

 

 

調 和

本物性 共 創

Harmony

Authenticity Co-Creation

名古屋市

総合計画2028

名古屋市観光・MICE戦略2028

名古屋市歴史まちづくり戦略

名古屋市歴史的風致維持向上計画

名古屋市文化財保存活用地域計画
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（２）地域活性化計画における目標 

※各目標に対し、複数の指標を設定可 

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体

験すること 

指標①－Ａ：日本遺産ストーリーに五感で触れることができる体験型ツアー・プログラ

ム等の種類 

年度 
実績 目標 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 

数値 ― ― ― 26種類 30種類 35種類 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

日本遺産ストーリーを五感で感じることができる体験型ツアー・プ

ログラムの種類・事業者数などを充実させ、多様な来訪者のニーズに

応えていく。 

（例） 

・有松・鳴海絞りの体験（染め・括りなど） 

・町並み散策と伝統文化（着物・浴衣、茶道など）の体験 

・歴史的建造物の特別公開と建物内での特別な体験 

・山車まつりの観覧と特別参加  

・地元食材や醸造文化を生かした料理  ほか 

（※モニターツアーは含まない） 

 

目標②：地域において日本遺産のストーリーが誇りに思われること 

指標②－Ａ：地域の文化に誇りを感じる住民の割合 

年度 
実績 目標 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 

数値 81% ― 80% 80% 80% 80% 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

住民アンケート（令和 4・6年度実施）の結果として、現時点において

も約８割の方が誇りを感じているため、引き続き、住民アンケート等

を実施し、その割合を維持していく 
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目標③：日本遺産を活用した事業により、経済効果が生じること 

指標③－Ａ：日本遺産にかかる公開施設の来場者数及び、地域のイベントの来場者数 

年度 
実績 目標 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 

数値 189,863人 184,442人 170,069人 187,000人 188,500人 190,000人 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

日本遺産にかかる公開施設の来場者数及び、日本遺産関連のイベ

ントの来場者数について把握し、毎年 1,500人増を目指す。 

 

目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること 

指標④－Ａ：有松地区における補助件数（累計） 

年度 
実績 目標 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 

数値 １件 ７件 ８件 １１件 １５件 １９件 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

ストーリー構成の３つの柱である「絞り」・「町並み」・「山車」 に関す

る市又は国からの補助件数について各補助の累計で把握していく。 

 

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ａ：有松地区における観光消費額 

年度 
実績 目標 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 

数値 ― ― ― 12.9億円 13億円 13.2億円 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

来訪者を対象としたアンケート調査等により１人あたりの平均消費額

を把握し、有松地区における観光消費額を算出する。 

※2025 の一人当たりの消費額については、市内全域における日帰り客（市外

から）の平均消費額（2023・最新）で仮置き 
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（３）地域活性化のための取組の概要 

 

【これまでの取り組みの成果と課題】  

 

（行政における主な取り組み） 

・日本遺産ガイダンス施設として、岡家住宅を取得（R3） 

→保存活用計画を策定（R4～5）、基本計画（R6～7）、ワークショップ（R6）、実施設計（R8～） 

・重伝建地区、町並み保存地区における技術的・経済的支援を継続実施 

  →宿泊・飲食などの利活用を促進する「高付加価値化改修・整備事業補助金」を新設（R6） 

・有松地区における防災計画を策定（R3） 

・「有松地区における古民家利活用事業の考え方」取りまとめ（R4）、連携事業者の募集（R5） 

・国際芸術祭「あいち 2022」の会場に設定し、地域との連携のもと歴史的建造物を活用したアー

ト作品の展示等を実施（R4） 

・有松に有する 3輌の山車の保存・継承にかかる補助の実施 

 →主な補助事業 ・東町（布袋車）の大幕復元新調（R1～） 

・交通事業者（名古屋鉄道）と連携した観光キャンペーンを継続的に実施（H30～） 

  →名鉄沿線上の観光拠点である「熱田」との周遊を促進（R6～） 

・有松駅前に「日本遺産有松」を紹介する大型看板を設置（R1） 

・町並み沿いの店舗入口などで使用する有松・鳴海絞りの「のれん」を制作（H28） 

・住民ガイドと連携したインバウンド対応研修（R1・2・5・6） 

・市内観光案内所（オアシス 21）における有松・鳴海絞り体験を開始（H31～） 

・有松・鳴海絞製品を返礼品とする「ふるさと納税」を開設（R2～） 

・有松を舞台（岡家、竹田家、有松天満社、河竹小路ほか）とし、地元住民も出演した緑区制 60周

年記念映画『エム 60・ザ・ウォーリア』の制作と公開（R5～） 

・クアオルト健康ウオーキング「江戸情緒と絞りのまち日本遺産有松コース」開設（R6～） 

・次世代に向けた文化体験提供プロジェクトにて、市内の子ども・若者に向けた有松・鳴海絞り体

験会を実施（R7）⇒本市発スタートアップ企業「株式会社 Sonoligo」と連携し、市内繊維企業

「タキヒヨー株式会社」からの寄附金を原資として実施 

 

（地域・民間における主な取り組み） 

・鯉活プロジェクト（R2～） 絞りで出来た鯉のぼりを町並みで展示 

・春のありまつさんぽ道（福よせ雛） 町並みの格子などに「福よせ雛」を飾るイベントを実施 

・有松史料調査研究（R1～） 年間を通して家庭に保存されている歴史的史料の調査及び棚橋家住

宅において成果発表会を開催（R3～） 

・有松絞伝統文化親子教室（R5～） 

・市指定文化財「竹田家住宅」の建物・茶室を活用した高付加価値モニターツアー（有松絞り四百

年を支えた名家竹田家による徳川将軍ゆかりのおもてなし体験造成事業・R5） 

・遠州織物とコラボレーションした高付加価値モニターツアー（旧東海道をつなぐ「綿の旅」観光 

コンテンツ造成事業・R6） 

・有松地区内で唯一の宿泊施設である「MADO」を拠点としたモニターツアー（コットンロードから 
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始まる有松絞 400年の旅・R3）、FAMツアー（藍染浴衣と日本遺産有松堪能の旅・R5） 

・市内ホテルにおける有松・鳴海絞を生かした装飾の展開・宿泊プランの造成…名古屋観光ホテル

×竹田嘉兵衛商店（R6）、ザ・ロイヤルパーク アイコニック名古屋×SUZUSAN（R7） 

・有松天満社を主会場とするマーケットイベント「アリマツーケット」を定期的に開催。また、ク

ラウドファンディングによって古民家を利活用したレンタルスペース「moss ARIMATSU」がオー

プン（R6） 

・歴史的建造物をユニークベニューとして活用するさまざまな事業を実施 

 蔵コンサート（竹田家）、有松町家ライブ（棚橋家）、日本遺産有松で結婚式（天満社・竹田家） 

・有松地区における古民家利活用事業（ホテル・レストランなど）を推進するまちづくり会社を 

 設立（R7） 

・大学の授業及び課外活動との連携を継続的に実施（桜花学園大学・名城大学・名古屋芸術大学・

金城学院大学など）。大学連携を契機として、これまで「有松ミチアカリ」などのイベントや「若

手職人の独立・定着」などが生じている。 

・地元郷土史家のグループ緑区ルネッサンスフォーラムによる歴史ガイド付き「有松散策会」（H20～） 

・その他、各種ツアー、体験型プログラム、学校教育（小中高校）との連携などを実施 

  ツアー 40件、約 820人／年 ※有松あないびとの会・大ナゴヤツアーズ・ツーリズムデザ 

イナーズ（インバウンド）より聞き取り 

  体験型プログラム 8事業者、26種類（有松・鳴海絞りに関する体験） 

 

 

  現状と課題  

・日本遺産を契機として、文化資源（歴史的建造物・絞りなど）を活用した様々な取り組み 

 が広がっており、これまでのまちづくり活動の継続・蓄積も活かしつつ、「文化観光まちづ 

くり」の素地が培われてきている。 

・様々な取り組みが進む一方、現状では個別の取り組みに留まっており、相互の連動や相乗 

 効果が十分に生じていない。また、「観光」の取り組みに関しては、文化資源の発掘・活 

 用が一定程度進んだものの、観光事業者へのセールスや継続的な催行という点で課題を抱 

えている。 

・地域、民間、行政などの各セクターや地域プレーヤーが十分に連携できておらず、一体感 

 が不足している。 

・有松地区の観光動態などが把握できておらず、目指すべき方向性やターゲットなどが漠然 

 としている。 

・個別の広報に留まっており、地区全体として効果的な情報発信が不足している。また、情 

 報が集約されていないため、来訪者の利便性が十分に確保されていない。 

 

 

【今後３年間の取り組み】 

・前出の「将来像（ビジョン）」「３つの方向性」「現状と課題」をふまえ、日本遺産の推進体制や

事業内容を再構築し、以下の 6つのステップを設定し着実な取り組みを進めていく。（本計画の対

象期間はステップ 5まで） 
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① 推進体制の再構築 

・行政側の組織（有松日本遺産推進協議会）と地元側の組織（有松日本遺産運営協議会・有松日 

本遺産実行委員会）を統合し、地域・民間・行政がより一体的に日本遺産に取り組む体制を再

構築する。再編した協議会のなかに２つの検討チーム（①観光・広報、②展示・アーカイブ）

を立ち上げ、取り組みの戦略性・実行性を高める。 

 ・有松まちづくりの会などと連携し、『有松地区における観光を取りまとめ、リードする機能・

組織』の構築へ向けて、マーケティング調査に基づく戦略立案、具体的な観光事業化、広報・

プロモーションなどの取り組みを進める。 ※詳細は(4)に記載 

 

② 戦略立案・マーケティング調査・情報発信力の強化 

 ・有松地区の観光動態を把握するため、令和７年度から継続的にマーケティング調査を実施す

る。調査方法：Webアンケート方式（日英）、調査対象：施設・イベント・ツアー等の来訪者な

どを想定。 

 ・調査結果に基づき、『観光・広報チーム』を中心に、有松地区における観光地域づくりの戦略

や実行プラン等の企画・立案を行う。 

 ・日本遺産有松ウェブサイトを拡充し、有松への来訪に必要となる情報（観光スポット・体験プ

ログラム・飲食・宿泊など）を集約、多言語化し、来訪者の利便性を向上する。また、「メデ

ィア機能の付加」「ソーシャルメディアの活用」によるコンスタントな情報発信や、「日本遺産

ストーリーの深掘り」「サブストーリーの発掘」などにより、編集力・発信力の向上を図る。 

〇有松日本遺産推進協議会の再編 （地域・民間・行政により一体的な推進体制）

　「①観光・広報チーム」「②展示・アーカイブチーム」の立ち上げ

〇観光動態の把握／マーケティング調査

〇日本遺産ウェブサイトの拡充 （ストーリーの発掘／情報集約化／多言語化）

〇日本遺産ストーリーを活かした観光事業化

  「ツアー」「体験プログラム」等の磨き上げ、土産品の企画開発　など

　 旅行エージェント・OTA・ランドオペレーター等を対象とした戦略的プロモーション

〇観光客の受入環境の充実 （案内板・サイン・休憩場所・トイレなど）　

〇歴史・文化の次世代への継承 （教育機関との連携など）

古民家を利活用した魅力創出／受入機能の充実

（宿泊・レストラン・カフェ・物販・ギャラリーなどのオープン）

『有松地区の観光を取りまとめ、リードする機能・組織』の構築

（地区内外の多様なプレーヤーが活躍できる仕組みのデザイン）

複合的機能を担う拠点施設の整備

（日本遺産ガイダンス、観光案内、調査研究・展示、学習・体験など）

R9～

人

材

の

確

保

・

育

成

R7～

3 文化資源の活用（価値化・収益化）と継承 R8～

4 歴史的建造物の高付加価値活用による魅力向上 R9～

2 戦略立案・マーケティング・情報発信の充実

5 地域の自立化・自走化へ向けた持続可能な体制構築

6 日本遺産ガイダンス施設「岡家住宅」のオープン R13～

1 推進体制の再構築 R7

相
乗
効
果

集
約

連
動
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③ 文化資源の活用（価値化・収益化）と継承 

 ・民間事業者等と連携して、有松が有する多様な文化資源を活用した「観光事業化（ツアー・体

験プログラム・土産品等）」や「ユニークベニューとしての活用」を推進する。 

 ・地域や民間による「観光事業化」を促進するためのプラットフォームとして、オンパク方式の

見本市イベントを開催（当初は秋頃を想定）。高付加価値なプログラムを継続的に磨きあげ、

インバウンドをはじめとするツアー造成・誘客等につなげる。 

 

 

   

・名古屋市域全体の地域 DMO（令和 7年 10月登録）である（公財）名古屋観光コンベンション

ビューローや民間事業者と連携し、磨きあげたツアー・プログラム等を活かして、国内外の

旅行エージェント、OTA、インバウンド専門エージェント、ランドオペレーター、ホテル等を

対象としたプロモーションやツアーの予約受入・コーディネート等を実施。 

・交通事業者と連携した観光キャンペーンを実施するなど、他地域とも連携しながら広域的な

情報発信・誘客を行う。 

 ・案内板、サイン等の多言語化やトイレ・休憩場所の整備、インバウンドを対象とした接遇研

修（ガイド・店舗対応など）などを実施。国内外からの来訪者の受入環境を充実し、地区全

体のおもてなしの向上を図る。 

 ・子ども向けのツール（パンフレット等）や学習・体験機会を充実、教育機関（小学校～大

学）との連携など、地域固有の歴史・文化・産業の次世代への継承を図る。 

●『日本遺産有松』ウェブサイトの拡充

・文化遺産の特別公開／ユニークベニュー活用 　・情報の集約／利便性の向上／多言語化

　・ストーリーの深掘り／サブストーリーの発掘

●ターゲットへ向けた戦略的プロモーション

　・旅行エージェント（インバウンド含む）/OTA ほか

『観光事業化』『情報編集・発信』『人材育成』『体制構築』のための２つのプラットフォーム

・土産品などの企画開発

有松独自のプロモーション

（「オンパク方式」の見本市）

観光プログラム化

・特別感のあるツアー、体験プログラム

ストーリーの発掘と関係性

・ネットワークの構築

プログラム

への活用

常時、受入可能

なプログラム

ＷＥＢ受付プログラム化

テスト

マーケティング

旅行エージェント等へのセールス

／受入コーディネート

ツアーコーディネート等

の窓口

ソーシャルメディア等を活用した

コンスタントな情報発信

プロモーションに活用

実行プラン作成・企画調整 ＆ コーディネート・伴走

有松の観光を取りまとめ、リードする機能・組織 ※Ｒ9までに設立

日本遺産ガイダンス施設

（岡家住宅）との連動

アリミラや宿泊施設

などとの連携

（宿泊プランなど）

地域プレイヤー

の確保・育成

コーディネーター

の確保・育成

リブランディング

ＣＸ／ＮＰＳ

の向上

地元ライター

の確保・育成
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④ 歴史的建造物の高付加価値活用による魅力向上 

・令和７年に設立された古民家利活用のためのまちづくり会社「有松未来創造株式会社」を中心

として、歴史的建造物の高付加価値な活用（宿泊・飲食・カフェ・物販・ギャラリーなど）を

着実に進め、地区全体の魅力向上と多様で快適な滞在を促進する。 

 （令和９年度以降、順次オープン予定） 

・体験プログラムや土産品を組み込んだ宿泊プランを造成するなど、②③の取り組みの成果と 

連動 

 

⑤ 地域の自立化・自走化へ向けた持続可能な体制構築 

・協議会を中心として、多様な連携のもとで①～④の取り組みを進めながら、プロデュースやコ

ーディネート、マーケティング等を行う人材の確保・育成を図り、日本遺産の取り組みの実働

部隊であり、「地区全体の観光を取りまとめ、リードする機能・組織」を構築する。 

 

⑥ 日本遺産ガイダンス施設「岡家住宅」のオープン 

・歴史的建造物の公開、史料の調査・研究・展示、観光案内、体験・学習・交流の窓口、地区に

おける観光・イベント等の企画調整など、複合的な機能を有する拠点施設として「岡家住宅」

を整備。①～⑤の取り組みを集約し、地区全体で総合的・持続的な取り組みを行っていくため

の中核施設とする。R6・7 基本計画、R8・9 実施設計、R10～修復整備を予定。 

 

 

1. 組織整備

● 日本遺産推進協議会の再編

　   （地域・民間・行政の一体的な体制への移行）

● 有松地区の「観光」の取り組みを

　 とりまとめ、リードする機能・組織の構築

2. 戦略立案

● 観光マーケティング調査

● 検討チームにおける戦略・実行プランの検討

3. 人材育成

● 多様な人材が活躍できる機会・場づくりと

　 地域プレーヤーの確保・育成

● インバウンド向けおもてなし研修

4. 整　　備

● 日本遺産ガイダンス施設の整備（岡家住宅）

● まちづくり会社による「古民家利活用事業」

　    （宿泊・レストラン・カフェなど）

● 観光客受入環境の整備（多言語化など）

　　  （案内板・サイン・トイレ・休憩場所など）

5. 観光事業化

● 日本遺産ストーリーに五感でふれる

　 ツアー・体験型プログラムなどの磨き上げ

 　  （高付加価値ツーリズム化）

● 文化遺産のユニークベニューとしての活用

● ＯＴＡ、旅行エージェント（インバウンド含む）

 　等へのプロモーション（地域ＤＭＯと連携）

● 交通事業者と連携した周遊促進キャンペーン

6. 普及啓発

● 出前授業での有松・鳴海絞体験（小中高校）

● 地元史料の調査・研究・公開

● 有松絞まつり、山車祭り

　 構成文化財を活用したマルシェ・イベントなど

7. 情報編集・発信

● 日本遺産「有松」ウェブサイトの拡充

　　・ストーリーの深掘り、サブストーリーの発掘

　　・情報の集約化・多言語化・DX化・メディア機能

● ターゲットを意識した戦略的プロモーション

　　・WEB広告、ソーシャルメディアの活用
今後３年間の主な取り組み

江戸時代の情緒に触れる絞りの産地

～藍染が風にゆれる町 有松～

【想定する機能】  

・地区全体の観光動態等を把握し、数値化し、企画立案（プロデュース）する 

・さまざまなプレーヤーや世代、地域の内外をつなぎ、コーディネートし、価値創造や収益性向上につなげる 

・地区全体の情報を集約・編集・発信し、ブランディングを推進する 

・歴史・民俗資料などの調査研究とまちづくりへの活用 
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 【ターゲット】 

〈３つの方向性〉や住民意向などから、当面は下記の３つのターゲットを設定 

※マーケティング調査などに基づき、一層の細分化・ペルソナ設定や随時修正を行う 

 

① 歴史・伝統・文化・工芸・アートなどを好む、本物・カルチャー志向の来訪者 

② インバウンドをはじめとする高付加価値ツーリスト 

③ 子どもから大人まで、「学び」や「体験性」を重視する層 

 

 

（４）実施体制 

 

・行政側の組織（有松日本遺産推進協議会）と地元側の組織（有松日本遺産運営協議会・有松日本

遺産実行委員会）を統合（R7）し、地域・民間・行政がより一体的に日本遺産に取り組む体制を

構築する。協議会は、日本遺産に関する取り組みを統括し、PDCA サイクルによる進捗管理を行

う。（年に 1～2回の開催を想定） 

 

 

 

・協議会のなかに 2つの検討チーム（①観光・広報、②展示・アーカイブ）を設置（R8）。 

 『観光・広報チーム』は地域住民・民間事業者・行政などで構成し、定期的（5～6回／年）に開

催。マーケティング調査の検討・分析、戦略立案、実行プランの策定などを行う。 

 『展示・アーカイブチーム』は、地元史料の調査研究・公開を継続的に行うとともに、岡家住宅

の整備などをふまえて、展示・案内等にかかる検討を行う。 

有松日本遺産推進協議会の再編について（案）

有松日本遺産推進協議会 有松日本遺産推進協議会（案）

（構成） 教育委員会文化財保護課

観光文化交流局歴史まちづくり推進課、観光推進課

（公財）名古屋観光コンベンションビューロー 【地元団体】　※要調整

緑区地域力推進課（R６年度～）

（役割） 文化庁との連絡調整、計画策定、補助金手続きなど

有松日本遺産運営協議会

（構成） 有松で活動する11団体　　会長 中濱氏（まちづくりの会会長）

　有松まちづくりの会、有松絞商工協同組合 【市関係】

　愛知県絞工業組合、有松商工会、有松学区区政協力委員会

　有松法人会、商店会、有松あないびとの会、有松文嶺講

　有松消防団、NPO法人コンソーシアム有松

　※太字＝有松日本遺産実行委員会と兼務

（役割） 有松地域内における日本遺産事業の意思決定

有松日本遺産実行委員会

（構成） 有松で活動する６団体　　会長 中濵氏（まちづくりの会会長）

　有松まちづくりの会、有松絞商工協同組合

　有松学区区政協力委員会、有松あないびとの会

　有松山車会館運営協議会、NPO法人コンソーシアム有松

（役割） 有松地域内における日本遺産事業の実施。現在は既存事業を

日本遺産事業と位置づけ、各団体が各々に事業を実施

（絞りまつり、山車祭りなど）

有

◎有松まちづくりの会、〇有松あないびとの会

有松学区区政協力委員会、有松絞商工協同組合

愛知県絞工業組合、有松商工会

NPO法人コンソーシアム有松、有松天満社文嶺講

有松史料調査保存会、有松地域デザイン委員会

★教育委員会文化財保護課

★観光文化交流局歴史まちづくり推進課、観光推進課

（公財）名古屋観光コンベンションビューロー

緑区地域力推進課 ほか

※その他の関係部署、民間企業等の参画についても調整

観光・広報チーム 展示・アーカイブチーム

※◎は会長、〇は副会長 ★は事務局
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・協議会において観光事業化・情報発信などの具体的取り組みを行いながら人材を確保・育成し、

自立化・自走化へ向けて、本計画期間内に『有松地区全体の観光の取り組みをとりまとめ、リー

ドする機能・組織』を構築する。 

・令和 7 年度には、「有松日本遺産推進協議会」の再編ののちに、地域・民間・行政等による勉強

会・ワークショップ（3～4回）を開催。日本遺産の趣旨や他事例などを紹介し、今後の方向性な

どを共有する。その後、協議会内に検討チームを設置し、戦略・実行プランなどの策定、観光・

広報等に関する取り組みの具体化・実行へとつなげていく。 

・令和 7年度には（公財）名古屋観光コンベンションビューローが市内全域の「地域 DMO」として

登録され、マーケティングオフィサーが登用されることから、同法人とも密に連携しながら上記

の取り組みを着実に進めていく。 

 

 

 

［人材育成・確保の方針］ 

 

・約半世紀にわたるまちづくり活動の継続・蓄積がある有松地区は、住民を中心としたコミュニテ

ィが持続しているほか、若い職人や新しい店舗などの新規参入も一定程度促進されている。地区

内外のゆるやかなネットワークが形成されつつあり、様々な活動や関係性の蓄積を活かしつつ、

さらに発展させていくことがポイントとなる。 

・協議会において、観光事業化（ツアー造成、体験プログラム、商品開発など）、古民家利活用、

推進体制図

   　自立化・自走化

観光／インバウンド 

　・中部運輸局
　・愛知県
　・愛知県観光協会

　・旅行エージェント
　　（インバウンド専門エージェント含む）

　・ＯＴＡ
　・ランドオペレーター
　・通訳案内士

　・鉄道事業者
　・中部国際空港
　・市内ホテル
　・土産品事業者

　・観光施設
　・その他の日本遺産地域

有松日本遺産推進協議会

　※３つの組織を統合

◎有松まちづくりの会、〇有松あないびとの会、有松学区区政協力委員会
有松絞商工協同組合、愛知県絞工業組合、有松商工会、NPO法人コンソーシアム有松
有松天満社文嶺講、有松史料調査保存会、有松地域デザイン委員会

■文化財保護課、■歴史まちづくり推進課、観光推進課
（公財）名古屋観光コンベンションビューロー（地域DMO）、緑区地域力推進課

（オブザーバー）　有松未来創造（つぎと、名古屋鉄道）

地域

行政

民間

観光・広報 チーム

地域団体・民間事業者・市

・地域DMO（ビューロー） など
マーケティング調査の検討・分析、

戦略立案、実行プランの検討 など

・全体総括

・方針決定

・PDCAサイクル

展示・アーカイブ チーム

史料調査・研究、展示

・案内に関する検討 など

● マーケティング調査

● 戦略・実行プラン作成

● 旅行ツアー等の企画・コーディネート

・セールス・受入

● 広報・プロモーション

● ウエブサイトの運営

● インバウンド等の受入環境・おもてなし

● 事務手続（補助金申請含む）、その他

報告 報告評価評価

R9までに構築

◎は会長、〇は副会長、■は事務局

地域団体・市 など

有松の観光を取りまとめ、リードする機能・組織 （公財）名古屋観光コンベンションビューロー

（令和7年10月 地域DMO 登録）

・市域全体の観光振興

連
携
・
協
力

行政

民間事業者等

その他

地 域 市

戦略・プランの実行
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広報・プロモーションなどの具体的な取り組みを行いながら、プロデューサー、コーディネータ

ー、多様な地域プレーヤーを確保・育成を図り、ネットワークを構築する。 

・有松地区においてガイドを行う「有松あないびとの会」と連携し、インバウンドを含めた接遇研

修を行う（R1・2・5・6実施済）。また、市広報等を通じて新規ガイドを募集し、日本遺産有松に

関わる人材の確保・育成を図る。 

・地元小中学校における日本遺産有松に関する課題授業や「伝統文化親子教室」、大学授業や研究

活動との連携などの機会を通じて、伝統や文化の普及啓発と次世代への継承を図る。また、転入

者を対象として「日本遺産有松」の紹介・啓発を行うなど、日本遺産を契機としたシビックプラ

イドの醸成を図る。 

・地元住民を対象として、日本遺産に関するワークショップ・勉強会などを開催し、取り組みの方

向性の共有や機運の醸成を図る（R7～）。 

 

（５）日本遺産の取組を行う組織の自立・自走 

 

・有松においては、有松まちづくりの会をはじめ住民や事業者により構成される団体が自立、自走

した活動が実施されており、これらの団体等の活動として、絞りまつりや山車まつりなどの日本

遺産有松の魅力向上事業が実施されてきた。 

・現在、有松地区では名古屋市が行う市指定文化財「岡家住宅」の日本遺産ガイダンス施設への改

修・整備や、民間事業者が伝統的建造物を宿泊や飲食施設に改修し、面的・連鎖的に利活用する

「有松古民家利活用事業」など新たな事業が進みつつある。 

・今後は、観光事業化や情報発信などの具体的取り組みを行いながら人材を確保・育成し、本計画

期間内に『有松地区の観光を取りまとめ、リードする機能・組織』を構築する。 

・自立化・自走化に向けては収益強化が重要となるため、日本遺産関連商品・ツアーなどの開発・

販売を行うほか、財源確保について検討する。 

 

（６）構成文化財の保存と活用の好循環の創出に向けた取組 

 

有松地区では、「伝統的建造物群保存地区」や「町並み保存地区」の伝統的建造物、江戸時代以 

来受け継がれる有松・鳴海絞り、山車行事など、歴史的な景観や建造物、伝統的な産業や文化が保

存・継承されている。多様な資源を活用することでバリューチェーンに基づく経済効果を生み出

し、保存と活用の好循環を創出する。 

 

（1）古民家利活用事業 

・令和 5年度から名古屋市と市と連携する民間事業者が実施している「有松古民家利活用事業」に

おいて、令和７年２月に地元代表者、名古屋鉄道（株）、連携事業者が参画し、事業を主体的に

実施するまちづくり会社「有松未来創造株式会社」を設立した。 

今後、まちづくり会社が事業計画の策定、資金調達を行い、伝統的建造物を面的・連鎖的に改修・

整備し、宿泊・レストラン・カフェ・ギャラリーなどの利活用を進める（当初オープンは令和 9

年度を想定）。 
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（2）岡家住宅の公開活用 

・市指定文化財「岡家住宅」を日本遺産ガイダンス施設に整備するため、令和 3年度に名古屋市が

取得。日本遺産ガイダンス施設として公開活用するため、市と地域が連携して令和 6・７年度の

2 ヶ年かけて基本計画の策定に向けてワークショップ形式で検討を行っている。（岡家住宅は現

在暫定公開を実施中） 

・今後、観光交流や歴史資料の調査・研究などの複合的機能を有する拠点施設として整備し、地区

内への波及効果の創出を図る。 

 

(3) 文化資源の活用（価値化・収益化）の推進 

①観光事業化 

  民間事業者等と連携して「インバウンドを含む高付加価値なツアー造成」や「特産品・工芸品

等の企画開発」などを行い、文化資源を収益へと結びつける取り組みを促進・支援する。 

 ②ユニークベニューとしての活用 

  発信力の高い文化芸術などを組み合わせ、歴史的建造物などをユニークベニューとして活用

する。収益性のある取り組みを促進するほか、文化的な価値を付与することにより地区全体の

発信やリブランディングにつなげる。 
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（７）地域活性化のために行う事業  

 

（７）－１ 組織整備  

（事業番号１－Ａ） 

事業名 「有松日本遺産推進協議会」等組織体制の強化 

概要 地域・民間・行政が一体的に日本遺産に取り組めるよう「有松日本遺産推進協

議会」を再編し、PDCA サイクルによる進捗管理を行う。また、協議会内部に

「検討チーム」を設置し、戦略・実行プラン等を検討・策定するとともに、具

体的な取り組みを進めながら、自立化・自走化へ向けて『有松地区の観光を取

りまとめ、リードする機能・組織』を構築する。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
有松日本遺産推進協議会

の再編 

現行の 3 団体（有松日本遺産推進協議会・有

松日本遺産運営協議会・有松日本遺産実行委

員会）を統合し、地域・民間・行政がより一体

的に日本遺産に取り組む体制を構築。 

日本遺産の取組全体を統括し、PDCA サイクル

による進捗管理を行う。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

② 
『検討チーム』の設置と

運営 

「観光・広報」「展示・アーカイブ」の２つの

検討チームを設置し、マーケティング調査等

に基づく「戦略」や「実行プラン」等を検討、

具体化する。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

③ 

『有松地区の観光を取り

まとめ、リードする機能・

組織』の構築 

地域と連携しながら、自立化・自走化を見据え

た組織の構築へ向けた検討・準備を行う 

（プロデューサー・コーディネーター等の人材

を確保し、本計画期間中の構築を想定） 

・有松日本遺

産推進協議

会 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 
有松日本遺産推進協議会及び運営協議会、実行委

員会の会議開催回数 

２回 

2023 ２回 

2024 ２回 

2025 

協議会・検討チームへの行政組織以外の参画者数 

10団体・人 

2026 13団体・人 

2027 15団体・人 

事業費 2025年度：０円 2026年度：０円 2027年度：０円 

継続に向けた

事業設計 

各年度において、事業決定・中間報告・事業結果の報告の場を設けて、PDCAサ

イクルによる進捗管理及び課題解決をするとともに、自立化・自走化へ向けた

取り組み・体制構築を行う。 
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（７）－２ 戦略立案  

（事業番号２－Ａ） 

事業名 観光マーケティング調査と戦略立案 

概要 マーケティング調査等に基づき有松地区の観光動態を把握し、検討チームを

中心に具体的な「戦略」「ターゲット設定」「実行プラン（観光事業化・プロモ

ーションなど）」の企画・検討を行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
各種行政計画への位置づ

けと進捗管理 

各行政計画に記載されている日本遺産有松に

関する事業の進捗管理を行う。 
・名古屋市 

② 
観光マーケティング調査

の実施 

観光施設や宿泊施設、ツアー参加者等を対象

とした WEB アンケート調査や入館者数、各種

統計データの集約等によるマーケティング調

査を実施。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

③ 

検討チームにおける「戦

略」や「実施プラン」の企

画・検討 

民間事業者等も参画する「観光・広報チーム」

において、観光動態の分析、戦略・実施プラン

などの企画・検討を行う。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

行政計画に記載された件数 

０件 

2023 １件 

2024 ４件 

2025 

有松日本遺産推進協議会、検討チームの開催件数 

３回 

2026 ６回 

2027 ８回 

事業費 2025年度：500千円 2026年度：2,000千円 2027年度：2,000千円 

継続に向けた

事業設計 

自立化・自走化を見据えた『有松地区の観光を取りまとめ、リードする機能・

組織』の構築へ向けて、マーケティング調査等による観光動態の把握や、検討

チームにおける「戦略」「実行プラン」の企画・検討を継続的に行っていく。 
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（７）－３ 人材育成  

（事業番号３－Ａ） 

事業名 地域プレーヤーの確保・育成 

概要 日本遺産の取り組みを中心的に行う地域団体などに加えて、取り組みを

支える地域プレーヤーやコーディネーターの確保・育成とネットワーク

の構築を図る 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
市内学校等での有松・鳴

海絞り体験 

市内の学校等で絞り体験活動を実施し、次世

代の担い手となる子どもたちへ有松・鳴海絞

りの魅力を伝える。 

・名古屋市 

・有松絞商工

協同組合 

・愛知県絞工

業組合 

② 

観光事業化等を通じた地

域プレーヤーの確保・育

成 

観光事業化、商品開発、広報・プロモーション

等を通じて、日本遺産を活用した事業に主体

的に取り組む多様な地域プレーヤー（ガイド・

絞り職人・建築家・デザイナー・ライターなど）

を確保・育成する。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

③ 
次世代への絞り技法の継

承・職人の育成 

３ヶ年にわたる絞り技法の養成講座を継続的

に実施し、技法の継承と若手職人の育成を図

る。 

・愛知県絞工

業組合 

④ 

日本遺産に関するワーク

ショップ・勉強会等を開

催 

住民等を対象として、日本遺産の取り組みに

関するワークショップ・勉強会等を開催。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

⑤ 

ガイドボランティア（あ

ないびとの会）の募集・育

成 

日本遺産ストーリーを来訪者に案内するガイ

ドボランティアを対象としたインバウンド向

けおもてなし研修を行い、ホスピタリティの

向上を図る。 

・名古屋市 

・有松あない

びとの会 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 
地域プレーヤー登録人数 

（有松まちづくりの会・あないびとの会登録人数） 

215人 

2023 219人 

2024 227人 

2025 
日本遺産の取り組みに関わる地区内外の団体・事業者

等の数 

14団体 

2026 18団体 

2027 22団体 

事業費 2025年度：700千円 2026年度：5,000千円 2027年度：5,000千円 

継続に向けた

事業設計 

・民間事業者等と連携しながら観光事業化や広報・プロモーションなどを行

い、日本遺産の取り組みに関わる地域プレーヤーを増やし、ネットワークを構

築する。  
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（７）－４ 整備  

（事業番号４－Ａ） 

事業名 歴史的建造物の保存・活用 

概要 地域内外の来訪者に日本遺産有松のストーリーを体感できる場を提供するた

めの拠点整備や、伝統的建造物及び町並みの景観を保全するための各種事業

を実施 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
日本遺産ガイダンス施設

の整備 

市指定文化財の岡家住宅について、文化財の

保存活用を図り、日本遺産のガイダンス施設

（観光交流の拠点）として整備。 

また、既存の公開施設である「有松・鳴海絞会

館」及び「山車会館」についても展示の整備を

行い、地区内の回遊性とストーリーへの理解

度を向上する。 

・名古屋市 

・絞会館 

・山車会館 

② 
伝統的建造物の利活用

（古民家利活用事業） 

有松地区にある伝統的建造物を宿泊・レスト

ラン・カフェ・ギャラリー等へ利活用し、町の

新たな賑わいを創出する。 

・名古屋市 

・有松未来創

造（株） 

③ 
重伝建及び有松町並み保

存補助金等による支援 

有松地区にある建物を維持するため、各種補

助金による支援を実施。 
・名古屋市 

④ 町並み相談会の開催 

日本遺産有松の町並みの景観保全を行うた

め、各町内や各団体の代表者及び有識者によ

り構成する町並み相談会を開催し、有松地区

内にある建物の外観等を変更する場合の助言

等を実施。 

・有松まちづ

くりの会 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

町並み相談会開催数（累計） 

補助件数（累計） 

9回 

補助件数 0件 

2023 
18回 

補助件数 5件 

2024 
23回 

補助件数 5件 

2025 
町並み相談会開催数（累計） 

保存補助及び利活用補助件数(累計) 

29回 

7件 

2026 
町並み相談会開催数（累計） 

保存補助及び利活用補助件数(累計) 

35回 

10件 

2027 

町並み相談会開催数（累計） 

保存補助及び利活用補助件数(累計) 

古民家利活用事業による新たな拠点創出 

41回 

14件 

2件 

事業費 2025 年度：44,000千円 2026年度：147,000千円 2027年度：331,000千円 
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継続に向けた

事業設計 

・岡家住宅は、令和６・７年度において、基本計画策定し、令和８年度以降、

実施設計、改修を実施し、ガイダンス施設として整備を予定。 

・古民家利活用は銀行融資、民間出資を募るほか、国や市の補助を活用し、令

和７年度から順次各物件の設計、改修を実施予定。 

 

（事業番号４－Ｂ） 

事業名 観光客の受入環境の充実 

概要 案内板・サインの充実（多言語化）、トイレ・休憩場所等の整備、町歩

きアプリによる町歩きコースの提供などにより、観光客の受け入れ環境

を充実 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
観光案内所の運営及び 

まちかど案内所の設置 

・名古屋観光コンベンションビューローが運

営する名古屋駅、オアシス 21（栄）、金山にあ

る 3つの観光案内所（JNTO認定カテゴリー3）

及び緑区内の民間事業者の協力により設置し

ているまちかど案内所において、日本遺産有

松に関する観光案内を実施。 

・日本遺産ガイダンス施設として整備する「岡

家住宅」に観光案内機能を付与し、将来的に有

松地区における案内機能の向上を図る。 

・名古屋市 

・名古屋観光

コンベンシ

ョンビュー

ロー 

・緑区観光推

進協議会 

・区内事業者 

② まち歩きアプリの活用 

市内にある歴史的な施設やスポットを紹介

し、まち歩きコースを紹介する「なごや歴史探

検アプリ」を活用し、日本遺産有松の構成文化

財を巡るまち歩きコースを提供。 

・名古屋市 

③ 

観光客受入環境の整備 

（案内表示・サイン・トイ

レ・休憩場所等） 

・有松地区内の周遊を円滑にし、日本遺産ス

トーリーに対する理解度を向上するため、案

内表示・サインの充実・多言語化を行うほか、

観光客が快適に過ごせる環境整備を行う。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

・名古屋市 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

「なごや歴史探検」アプリのダウンロード数 

24,014件 

2023 29,660件 

2024 40,162件 

2025 

有松への来訪者の満足度（％） 

算定中 

2026 未定 

2027 未定 

事業費 2025年度：0千円 2026年度：5,000千円 2027年度：5,000千円 

継続に向けた

事業設計 

・ガイダンス施設の整備や案内表示・サインの充実等により、日本遺産ストー

リーに対する理解度やおすすめ度を向上する仕組みを構築する。 

・日本遺産ストーリーの深掘りやサブストーリーの発掘を継続的に行い、案内
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表示やガイド、ウェブサイトなどに活用する。 

 

 

 

（７）－５ 観光事業化  

（事業番号５－Ａ） 

事業名 ツアー・体験プログラム等の拡充と戦略的プロモーション 

概要 日本遺産のストーリーを活かしたツアー・体験プログラムの造成等によ

り魅力を磨きあげるとともに、ターゲットにあわせた戦略的プロモーシ

ョンを実施。また、交通事業者や観光・地域団体等と連携し周遊促進を

図り、他エリアからの誘客促進を実施 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
日本遺産のストーリーを

活かしたツアーの造成 

町並みのガイドや有松・鳴海絞の体験、歴史的

環境での特別な体験などを含んだツアー等を

民間事業者と連携してターゲット別に企画

し、継続的に販売（インバウンド・ユニークベ

ニュー開発を含む）。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

② 体験型コンテンツの充実 

多様な地域プレーヤーと連携しながら、日本

遺産有松の魅力を五感で楽しむ「体験型コン

テンツ」（絞りや伝統文化、まち歩きなど）を

充実する。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

③ 

交通事業者と連携した周

遊促進キャンペーン 

（名鉄キャンペーン） 

名古屋鉄道(株)等と連携し、往復乗車券と有

松と熱田の魅力をおトクに満喫できるクーポ

ン券をセット販売。名鉄沿線上の同エリアの

相互往来を図ることで、日本遺産有松への誘

客および観光消費の拡大を促進。 

・名古屋市 

④ 市内周遊キャンペーン 

有松含めた市内各所を巡りながら、各地の魅

力を体感してもらえるよう、スタンプラリー

をはじめとする周遊促進企画を実施すること

で、回遊性を高め、有松への誘客を強化する。 

・名古屋市 

⑤ 
地域 DMO 等と連携したセ

ールス・プロモーション 

地域 DMO（令和 7年 10 月登録）の名古屋観光

コンベンションビューローや民間事業者と連

携し、国内外の旅行エージェント、OTA、イン

バウンド専門エージェント等を対象とした

BtoBプロモーションを戦略的・継続的に行う。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

・名古屋観光

コンベンシ

ョンビュー

ロー 
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⑥ まちなみガイド 
東海道の町並みと絞り産業や山車など有松の

文化に触れるによるガイドを実施。 

・有松あない

びとの会 

⑦ 有松・鳴海絞り染め体験 

市内中心部に位置するオアシス２１ｉセンタ

ー（観光案内所）において毎月 1 回絞り染め

体験イベントを実施し、来訪者層の拡大を図

る。 

・名古屋観光

コンベンシ

ョンビュー

ロー 

⑧ 
各種ウオーキングイベン

ト等の実施 

・郷土歴史家による有松にまつわる歴史解説

付きの散策会を実施。 

・心身を健康にするクアオルト健康ウオーキ

ングの「江戸情緒と日本遺産のまちなみ有松

コース」を策定、新しいファン層を拡大し、日

本遺産有松の認知向上や誘客を実施。 

・緑区ルネッ

サンスフォ

ーラム 

・緑区観光推

進協議会 

・名古屋市 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

名鉄キャンペーン地域協力事業者数 

30店舗 

2023 33店舗 

2024 30店舗 

2025 

有松地区へのツアー参加者のおすすめ度（NPS） 

算定中 

2026 未定 

2027 未定 

事業費 2025 年度：23,474 千円 2026 年度：23,474 千円 2027 年度：23,474

千円 

継続に向けた

事業設計 

民間事業者や地域 DMO等と連携し、有松地区へのツアーや体験型プログ

ラム、関連商品などを充実させ、多角的な収益性の向上と各事業の自走

化を図る。  
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（７）－６ 普及啓発  

（事業番号６－Ａ） 

事業名 次世代の担い手たちへの文化の継承 

概要 学校等と連携を行い、次世代の担い手となる子供たちへ有松・鳴海絞り

や有松地区の魅力を伝え、伝統文化の継承を行っていく 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
市内学校等での有松・鳴

海絞り体験 

市内の学校等で絞り体験活動を実施し、次世

代の担い手となる子どもたちへ有松・鳴海絞

りの魅力を伝える。 

・名古屋市 

・有松絞商工

協同組合 

・愛知県絞工

業組合 

② 

地元中高生の総合授業で

の有松絞り体験などを実

施 

地域小中高のキャリアナビゲーターの協力を

えて、地元有松の絞りや文化歴史、また有松の

絞り職人と直接交流、わが町有松を誇りと思

ってもらい、地域活動への参加や、定住促進へ

とつなげる。 

・地元小中高

キャリアナ

ビゲーター 

③ 大学教育との連携 
人文社会・経済・建築・デザイン（テキスタイ

ル）など、幅広い領域の大学連携を促進。 

・市内大学 

など 

④ 有松絞りまつり 

まつりを通してストーリー関連商品である

「有松・鳴海絞り」の商品販売や絞り体験を

大々的に行い、有松地区が持つ伝統文化の魅

力をより多くの人に伝え、またストーリーの

認知度向上に努める。 

・有松絞りま

つり実行委

員会 

⑤ 
有松天満社秋季大祭 

（山車まつり） 

地区に残る３輌の山車が一斉にからくりを披

露する祭礼は、絞産業の隆盛により花開いた

まつり文化であり、山車の曳行やお囃子など

の地域活動への参加を通し、文化を次世代へ

継承する。 

・有松天満社

文嶺講 

⑥ 婚活イベントの実施 

結婚を望まれている方の出会いの場として有

松で地元スイーツと絞り体験を含む出会いウ

オーキングなどを実施、成婚・出産してからも

有松が思い出の地となるような仕掛けづくり

で次世代のさらに先まで有松の文化を継承す

る。 

・名古屋市 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

有松・鳴海絞り体験学習実施学校 

6校 

2023 6校 

2024 6校 
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2025 〃 10校 

2026 〃 15校 

2027 〃 15校 

事業費 2025年度：2,000千円 2026年度：1,500千円 2027年度：1,500 千円 

継続に向けた

事業設計 

地域が伝統的に続けているお祭りを継続していくとともに、学校での体

験やイベントを通じて次世代の担い手たちへの普及啓発を図っていく。 

 

（事業番号６－Ｂ） 

事業名 地域住民や民間企業を巻き込んだ日本遺産有松・普及啓発事業 

概要 有松にお住まいの方や地元民間企業などと連携し、地域住民への認知度

を高めるとともに、国内外の方々に有松の魅力を伝えていくもの。 

 取組名 取組内容 実施主体 

①  有松かわら版発行 

有松まちづくりの会が地元住民を対象に広報

誌を発行、有待地区内で行った行事やイベン

ト等について報告。 

・有松まちづ

くりの会 

②  有松よもやまばなし発行 

有松の歴史にまつわる話を編さんし発行。ま

ちづくりの会ホームページで公開するほか、

町歩きイベントや絞りまつりなどでも活用。 

・有松まちづ

くりの会 

・有松あない

びとの会 

③  地元史料調査及び公開 
有松の町並みや絞りに関する資料等を調査研

究し、その成果の一般公開を行う。 

・桜花学園 

大学 

④  
構成文化財等を活用した

各種イベント 

町並み・絞りを活用したイベントやマルシェ、

文化芸術によるユニークベニューとしての活

用などを実施。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

⑤  
藍染が風にゆれる日本 

遺産のまち有松寄附金 

ふるさと納税寄附返礼品として有松・鳴海絞

り製品を提供。名古屋市外の方への日本遺産

有松 PRを実施。 

・名古屋市 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

地域・民間主導によるイベント実施数 

49件 

2023 57件 

2024 59件 

2025 〃 60件 

2026 〃 60件 

2027 〃 60件 

事業費 2025年度：8,000千円 2026年度：8,000千円 2027年度：8,000 千円 
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継続に向けた

事業設計 

イベントや地元史料の調査・展示、広報・啓発活動など、住民の主体的な取り

組みについて PRや支援を行う。 

 

 

（７）－７ 情報編集・発信  

（事業番号７－Ａ） 

事業名 日本遺産有松のＰＲ 

概要 広報物制作、ＷＥＢサイト等による情報発信し、日本遺産有松のＰＲを

実施するとともに誘客促進を実施 

 取組名 取組内容 実施主体 

①  
日本遺産有松ウェブサイ

トの再構築（拡充） 

観光に必要な情報（観光スポット・体験プログ

ラム・飲食・宿泊・土産品など）の集約、多言

語化、ターゲット別の情報編集など、日本遺産

有松のウェブサイトを拡充。メディア機能の

付加、ソーシャルメディアの運営等により、タ

ーゲットを意識した恒常的・タイムリーな情

報発信を行う。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

② 
日本遺産ストーリーの編

集・発信 

ウェブサイト等において、日本遺産ストーリ

ーの深掘りやサブストーリーの発掘、有松に

関わる「人」に着目した発信を行い、奥行きの

ある魅力をプレゼンテーションする。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

③ 広報物制作およびＰＲ 

来訪者向けパンフレット（日英）、子ども向け

学習パンフレット、ポスター等を作成し、各所

で配布・掲出する。 

・有松日本遺

産推進協議

会 

・名古屋市 

④ 
名古屋コンシェルジュ内

での情報発信 

名古屋市公式観光ＷＥＢサイトにおいて、有

松観光施設および季節イベント紹介ページを

作成、情報発信を実施。 

・観光コンベ

ンションビ

ューロー 

⑤ 

緑区観光推進協議会・緑

区ルネッサンスフォーラ

ムによる情報発信 

地元観光推進協議会や郷土史家団体（緑区ル

ネッサンスフォーラム）により各種パンフレ

ットや定期刊行物を官公庁・名鉄・市営地下鉄

等に配布、日本遺産有松の歴史文化の深さを

PRする。 

・緑区観光推

進協議会 

・緑区ルネッ

サンスフォ

ーラム 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

日本遺産ウェブサイトアクセス数 

11,978回 

2023 12,644回 

2024 13,097回 
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2025 〃 14,000回 

2026 〃 15,000回 

2027 〃 16,000回 

事業費 2025年度：500千円 2026年度：6,000千円 2027年度：6,000千円 

継続に向けた

事業設計 

地域住民や日本遺産に関わるさまざまな団体と連携し、SNSの連動など

波状的な情報発信を行う 
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